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2025年3月期　資産の状況

代表取締役社長

栢森 雅勝

Ｑ1. 2025年3月期の総括
　スマート遊技機の安定稼動による当社製品の販
売が好調に推移したことに加え、カードユニットの
新紙幣対応の需要が増加しました。
　その結果、4期連続の増収となり、営業利益、経
常利益も増加しました。（下記グラフ参照）

Ｑ2. 2026年3月期の見通し
　紙幣改刷対応およびスマート遊技機の急速な導
入による一時的な収益増加、いわゆる特需はいっ
たん落ち着き、業績は通常の水準に戻ると見込ん
でいます。
　新中期経営計画の開始に伴い、事業基盤の拡大
と先行投資のフェーズに移り、研究開発費、設備投
資は、引き続き高水準を維持します。

Ｑ3. 今後のスマート遊技機について
　2025年3月末時点で、スマートパチスロの市場
シェアは52.1%、スマートパチンコは14.1%に達
しました。スマートパチスロは導入初期の急拡大を
経て、現在は安定成長フェーズに入っています。
　一方、スマートパチンコは今後、本格的な導入が
進み、2030年頃には市場における遊技機の大多
数がスマート機へと入れ替わると見込んでいま
す。当社のカードユニットは現在、約63万台が市場
に導入されており、そのうちスマート対応ユニット
は3分の１(22万台)を占めています。残りの3分の
2(41万台)についても、順次スマートユニットへの
切り替えが進む見通しです。
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流動資産
36,122

固定資産
21,143

流動負債10,974

純資産
45,287

固定負債 1,004固定負債 1,004

Ｑ4. ダイコク電機の成長戦略
　
　当社は2030年ビジョン「Make CX Amazing
～未知の顧客体験を世界に～」を掲げ、以下の2つ
の成長戦略を進めています。

1.DXによる新たな遊びの創造　
　デジタルトランスフォーメーション（DX）により、
新たな遊びの未来を創造する挑戦です。デジタル
技術とデータを駆使し、これまでの体験を塗り替え
る新しい顧客体験を作り出します。
　また、最先端技術を融合させたスマートエン
ターテインメントを実現し、個々の嗜好に合わせた
没入感ある次世代のエンターテインメント体験を
具現化します。

2.新領域への進出　
　既存の枠にとらわれない自由な発想で新たな価
値を提供する事業領域への進出を推し進めます。
また、AIやVR、AR、映像、音響、インタラクティブ
技術を活用し、フードエンターテインメント事業、
観光事業など、新たなエンターテインメント体験を
創造し提供します。

Ｑ5. 株主の皆さまへのメッセージ
　2025年３月期は中間配当40円、期末配当80円
の年間配当120円と過去最高水準を維持しました。
 2026年３月期につきましては、安定配当方針を
継続し、年間配当の下限を80円と設定しました。ま
た当社では、株主の皆さまに中長期にわたり保有
していただくため、保有株式数および継続保有期
間に応じて、1,000円から5,000円の「QUOカー
ド」を贈呈する株主優待制度を実施しています。株
主の皆さまには、当社事業の今後の飛躍にご期待
いただき、長期のご支援を賜りますようお願い申し
上げます。
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■ 親会社株主に帰属する当期純利益
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（単位：百万円、単位未満は切捨て）

業績ハイライト
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Topics2024年4月～2025年3月　トピックス

11月10日

ギャンブル依存症対策ゲーム 
「賢者のおしえ」 リリース

パチンコ業界特有の社会課題である
「ギャンブル依存症」への対応策のひとつ
として、ギャンブル依存度を手軽にチェッ
クできるスマートフォン向けゲームの第二
弾「賢者のおしえ」をリリースしました。

「プレイヤーの依存度計測機能」を搭載
し、前作「チェッパチ」のアクセスユーザー
を上回り、好評をいただいています。

10月1日

株式会社七葉の
第三者割当増資引受
抹茶カフェ「nana’s green tea」を国内および海外
に展開する七葉が実施した第三者割当増資を引受
けました。
M&Aを通じた当社グループの事業領域拡大の一環
として、中長期にわたる持続的な成長を目指します。

11月1日

「箱根ガラスの森」固定資産を取得
㈱うかいが所有し「箱根ガラスの森」として運営する
固定資産（土地・建物・美術品）を取得しました。施
設運営はうかいに継続いただき、当社のシステム構築
力やソリューション力によって事業成長のスピード向
上を図ります。当社グループとして新たな事業領域で
の収益獲得を目指します。

2月

従業員向けインセンティブ・
プラン（RS信託）導入
従業員向けインセンティブ・プラン（RS信託）を
導入しました。
従業員の福利厚生制度を拡充させるとともに、
帰属意識の醸成、経営参画意識を高めること
により、従業員エンゲージメントの向上および
当社の中長期的な企業価値向上を図ることを
目的としています。

11月

新CM映像放映
当社企業CMをWeb、テレビで放映開始しました。
当社にとっては「夢むすぶ」から数えて十数年ぶりと
なる企業CMです。今後当社グループが進もうとす
る方向性を示唆するメッセージが込められています。

12月・１月

ロボット競技会協賛、岩手県中学生との交流
12月21日に開催された愛知県工業高校生
ロボット競技大会に今年も協賛しました。
1月8日には昨年に引き続き名古屋市教育
委員会から依頼を受け、陸前高田市の中学
生2名を職場体験として受入れ、当社が常
設教室を運営している小学生向けプログラ
ミング教室『ロボキューブ』において、プログ
ラミング体験をしていただきました。
今後も将来のまちづくりの主役となる子ど
もたちが社会で活躍できるきっかけとなるよ
うな人材教育活動に協力していきます。

株式会社LILIUMを
孫会社化

「DK-SIS白書2024年版
－2023年データ－」刊行

「第37回 日経ニューオフィス賞」受賞

4月1日

7月

8月

「名証IRエキスポ2024」出展

9月6日・7日

「Diversity EXPO 2024」
出展

6月29日

ミニ説明会

DK-SIS白書

中部ニューオフィス推進賞

株式会社Staddを子会社化

8月2日

健康優良企業「銀の認定」取得

8月

西本産業株式会社を子会社化

4月2日
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株主名  持株数（株）  持株比率（％）
円谷フィールズホールディングス株式会社 1,989,800 13.44
株式会社ＫＣプラス 1,199,200 8.10
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 965,300 6.52
栢森　雅勝 904,705 6.11
公益財団法人栢森情報科学振興財団 750,000 5.06
株式会社大黒屋 750,000 5.06
栢森　新治 510,000 3.44
栢森　美智子 490,000 3.31
栢森　健 445,192 3.00
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 444,500 3.00

 大株主

商 号 ダイコク電機株式会社
DAIKOKU DENKI CO., LTD.

創 業 1965年 9月
設 立 1973年 7月
資 本 金 7億53万680円
本 社 名古屋市中村区那古野一丁目43番5号
従業員数 単体：423名　連結：736名
事業内容 パチンコホール向けコンピュータシステムの

開発・製造・販売
パチンコ・パチスロ遊技機に関わる
ソフト・ハードウェアの開発・製造・販売

決 算 期 3月31日
事 業 所 3事業所、4支店、13営業所
連結子会社 元気株式会社

DAXEL株式会社
ダイコク電機コミュニケーションPLUS株式会社
アロフト株式会社
株式会社グローバルワイズ
西本産業株式会社
株式会社Stadd
株式会社箱根ガラスの森リゾート
株式会社ライリィ	
株式会社LILIUM	
株式会社ログオンシステム	

取 締 役 会 長 大 　 上 　 誠 一 郎
代表取締役社長 栢 森 雅 勝
代表取締役専務 栢 森 　 健
代表取締役専務 大 成 俊 文
取 締 役 櫻 　 井 　 由 美 子
取 締 役 小 紫 正 樹
常 勤 監 査 役 西 尾 光 生
監 査 役 中 島 健 一
監 査 役 森 田 幸 典
監 査 役 今 井 宣 之

上 席 執 行 役 員 加 藤 忠 芳
上 席 執 行 役 員 尾 関 貴 夫
執 行 役 員 牧 　 久 視
執 行 役 員 岡 本 篤 憲
執 行 役 員 石 原 敬 久
執 行 役 員 猪 飼 俊 光
執 行 役 員 飯 田 康 晴
執 行 役 員 入 江 　 明

 役員（2025年6月26日現在）

 執行役員（2025年4月1日現在）

 会社概要（2025年3月31日現在）

発行可能株式総数 66,747,000 株
発行済株式総数 14,797,232 株
株主数 19,426 名

 株式の状況

 所有者別株式分布状況
証券会社
2.48％（366,872株）

外国人
3.96％（585,721株）

その他国内法人
38.06％（5,631,846株）

自己名義株式
0.01％（1,279株）

個人・その他
45.30％（6,703,214株）

金融機関
10.19％（1,508,300株）

Segment Information事業概要・セグメント情報 Company Profile会社概要

Stock Information株式情報（2025年3月31日現在）

セグメント利益売上高

（単位：百万円、単位未満は切捨て） （単位：百万円、単位未満は切捨て）
90.7％

売上構成 売上構成

7.7 ％2025/32023/3 2024/3

49,412 52,126

26,209

2025/32023/3 2024/3

14,603 14,406

5,490

セグメント利益売上高

2025/32023/3 2024/3

4,499 4,451
5,639

2025/32023/3 2024/3

△390

356
140

　    情報システム事業 　    アミューズメント事業

　    その他

パチンコホール向けコンピュータシステムの開発・製造・販売 パチンコ・パチスロ機のソフト・ハード開発・製造・販売

　『パチンコホール向け製品等』の売上は、カードユニット「VEGASIA」
の販売が引き続き堅調に推移したことや、カードユニットの改刷対応や
情報公開端末の新製品「REVOLAⅡ」と「DUALINA」の販売台数が好
調に推移したことにより、売上は前年同期を上回りました。『サービス』
の売上は、主要なサービスが堅調に推移し、スマート遊技機登場による
市場変化への対応に関連したＭＩＲＡＩＧＡＴＥサービスの加盟店舗数が
増加したこともあり、売上は前年同期を上回りました。

　当社のパチンコ向けハードビジネス終息に向け、表示ユニットなど
の販売が減少しましたが、パチンコ向けコンテンツ・ソフトの受注は増
加しました。また、連結子会社元気株式会社のゲーム事業における

「首都高バトル」の新タイトルリリースによる販売好調も寄与し、売上
は前年同期を上回りました。

※セグメントの業績の金額には、セグメント間取引が含まれております。

（注）1.�取締役 櫻井由美子氏、小紫正樹氏は社外取締役であります。
　　2.監査役 中島健一氏、森田幸典氏、今井宣之氏は社外監査役であります。

ソフト開発 ハード開発 製造 販売

AIホールコンピュータ　Χ（カイ）

DUALINA

●ホールコンピュータ パチンコホール経営用のコンピュータ

設置シェア

設置シェア

有料会員数

●情報公開機器 遊技ファン用のデータ表示機

●サイトセブン

売上構成

1.6 ％
セグメント損失

売上高

８億89百万円

１億78百万円

遊技ファン用のデータ閲覧サービス

業界
NO.1

業界
NO.1

業界
NO.1

REVOLAⅡ

当期の営業概況

当期の営業概況

　当中間連結会計期間より、新規設立した㈱箱根ガラスの森リゾート
と、株式取得により西本産業㈱、㈱LILIUM、㈱ログオンシステム、㈱
Staddを連結の範囲に含めたことに伴い、報告セグメントに含まれな
い事業セグメント「その他」を新たに追加しております。

当期の営業概要

65



 事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日

定 時 株 主 総 会 6月下旬

基 準 日 定時株主総会　　3月31日
期末配当　　　　3月31日
中間配当　　　　9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告
いたします。

一単元の株式数 100株

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 〒460-8685
名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

郵 便 物 送 付 先
電 話 照 会 先

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社
証券代行部
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の
本店及び全国各支店で行っております。

公 告 方 法 電子公告によります。ただし、やむを得ない
事由によって電子公告ができない場合は、 
日本経済新聞に掲載いたします。

公告のホームページアドレス https://www.daikoku.co.jp

〒450-8640　名古屋市中村区那古野一丁目43番5号
ホームページ  https://www.daikoku.co.jp

見やすく読みま
ちがえにくいユ
ニバーサルデザ
インフォントを採
用しています。

株主優待制度のご案内

※継続保有期間とは、同一の株主番号で株主名簿基準日(毎年3月末日及び
9月末日)の株主名簿に連続で記載または記録されていることをいいます。

　毎年9月末日時点の当社株主名簿に記載また
は記録された100株以上をご所有する株主さま
を対象に、保有株式数と継続保有期間に応じて
オリジナルQUOカードを贈呈いたします。
　お届けは毎年12月上旬に「中間期株主通信」
に同封してお送りしております。
　今後とも、変わらぬご愛顧とご支援を賜ります
よう、よろしくお願いします。

Shareholder memo株主メモ

保有株式数
継続保有期間

１年未満 １年以上
３年未満 ３年以上

100株以上
～500株未満   1,000円分 2,000円分 3,000円分

500株以上
～1,000株未満 2,000円分 3,000円分 4,000円分

1,000株以上 3,000円分 4,000円分 5,000円分

QUO
カード


